
　
阿
寒
高
校
が
Ｈ
25
年
度
か
ら
、
１
学
年
１
ク
ラ
ス
の
「
地
域
キ
ャ

ン
パ
ス
校
」
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス

校
と
い
う
の
は
、
セ
ン
タ
ー
校(

釧
路
湖
陵
高
校
を
想
定
し
て
い
ま

す)

か
ら
週
８
時
間
程
度
、
教
員
の
派
遣
を
受
け
つ
つ
、
授
業
等
を
行

う
も
の
で
、
出
張
授
業
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
、
遠
隔
授
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
２
間
口
で
、
教
員
は
15
名
程
度
で
す
。
こ
れ
が
１
間

口
に
な
る
と
９
人
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
国
数
英
理
社
の
主
要
５

科
目
に
体
育
、
家
庭
科
、
音
楽
な
ど
と
考
え
れ
ば
、
一
科
目
に
つ
き

先
生
一
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
理
科
と
い
っ
て
も
、
生

物
、
地
学
、
物
理
、
化
学
と
あ
る
わ
け
で
、
一
人
の
教
員
が
教
え
ら

れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
セ
ン
タ
ー
校
か
ら
教
員
の
派

遣
を
受
け
る
わ
け
で
す
。

①
英
語
、
数
学
な
ど
の
教
員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
自
校
の 

 

　
英
数
な
ど
の
先
生
と
一
緒
に
チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ(

補
助

　
の
教
員
が
も
う
ひ
と
り
つ
い
て
、
２
名
で
授
業
を
指
導
す

　
る)

や
習
熟
度
別
、
進
路
別
、
あ
る
い
は
少
人
数
な
ど
の
指

　
導
を
し
て
も
ら
う
。

②
家
庭
科
や
音
楽
な
ど
の
教
員
の
派
遣
を
受
け
、
家
庭
科
や

　
音
楽
に
つ
い
て
は
定
員
内
で
の
教
員
の
配
置
は
し
な
い
。(

　
そ
う
す
る
と
、
結
果
的
に
数
学
、
英
語
な
ど
で
複
数
の
教

　
員
を
定
員
内
で
配
置
で
き
る
こ
と
に
な
る)

③
理
科
や
社
会
な
ど
の
教
員
の
派
遣
を
受
け
、
例
え
ば
自
校

　
の
先
生
で
歴
史
と
物
理
、
派
遣
の
先
生
で
政
治
経
済
と
生

　
物
の
授
業
を
行
な
う
な
ど
、
選
択
の
幅
を
広
げ
る
。

すでに道内15校が
地域キャンパス校になっています

湖陵高校から阿寒高
校が、実際にどんな
教員の派遣を受ける
かは、両校の協議(連
携委員会)で決められ
ることになります。

１、派遣で十分な授業効果が得られるか?
  選択肢を増やすということですが、派遣される教員は
原則、授業時間以外はキャンパス校にはいません。授業
だけでしか会わない教師と生徒の関係で、十分な学習が
保障されるのでしょうか。(道内には、足しげくキャン
パス校に通い、生徒と交流し授業の外に補修もしてくれ
る先生もいるそうです)

２、インターネットをつかった遠隔授業は?
  双方向というのがうたい文句です・・・。確かに、1、2度なら、パソ
コンを使ってということで、子供達に興味を持たせることはできると思
いますが、そんなに単純ではありません。双方向と言っても、操作でき
るのは片側だけですから、簡単に言えば、昔のトランシーバーみたいな
もので、とてもスムーズとは言いがたい感じです。
　しかも、遠隔授業で子供達の興味をつなぎとめておくためには、これ
までとはかなり違った授業準備をしないと、うまく行かないような気が
します。これまでの授業準備とは全く別の準備をしないとと思います。
準備する教員にそれだけの余裕はあるのでしょうか。

３、地域キャンパス校で本当に学校を守れるか?
  地域キャンパス校に転換をしても、生徒を確保でき
なければ廃校につながってしまうます。道教委は、阿
寒高校は地元からの進学率も高く、存続させたいと言
っています。確かに、閉校を前提としたものではあり
ません。しかし、1学年1クラスです。これ以上の間口
減はイコール募集停止・廃校です。少なくとも、定員
の半分以上は生徒が毎年入学してこないと、存続でき
なくなってしまいます。
　さらに道教委は2015年度以降、釧路管内で3-4間口
の学級減を考えています。これも心配の種です。
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